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ＴＡ 再生紙を利用しています。

ボランティア84人がポイント交換ボランティア84人がポイント交換
　令和２年度のボランティアポイント登録者は
264 人で、その内 84 人がボランティア活動で貯
められたポイントを商工会の商品券や図書カード、
えびすの湯入館券と交換されました。
　まだ、登録されていない人でボランティアに興
味があり、「始めてみようかな？」と思われたら、
ボランティア活動保険の加入も無料で行えますの
でぜひボランティアセンター（42-1112 社協）
までご連絡ください。特技や趣味を生かしたボラ
ンティア活動をご紹介します。

「赤十字運動」にご協力ください「赤十字運動」にご協力ください
　日本赤十字社では、毎年 5 月を「赤十字運動月間」
として、皆さまに赤十字会員への加入をお願いし、
年額 500 円以上の会費のご協力とともに、赤十字
の人道的活動へのご理解を求める運動を展開してい
ます。
　納入いただいた会費は、日本赤十字社熊本県支部
に納付し、次のような赤十字活動に役立てられます。

・災害救護活動・・・国内災害現場での医療救護
や救援物資の配布など

・国際活動・・・海外の紛争や自然災害による被
災者に対し、全世界の赤十字社が協力して支援

・赤十字講習会・・・心肺蘇生や AED の操作方
法などの講習など

・赤十字ボランティア・・・県内で約 16,000
人のボランティアが災害に備えた訓練や地域の要望
に応じた活動を行う

・青少年赤十字（JRC）・・・将来を担う青少年が、
赤十字精神を基に自らを育むことを目指して活動

　特に昨年発生した７月豪雨災害では、7 月 4 日の災
害発生直後から、日本赤十字社熊本県支部災害対策
本部を立ち上げ、九州各県や中国、四国地方の県支部か
らも救護班・支部災害対策本部要員の派遣を受け、人
吉市・球磨村をはじめとした被災された地域へ医療救
護や救援物資の配布、こころのケア活動などを行いま
した。また、日赤各奉仕団の活動や義援金の受付など
様々な面から被災者の支援を行いました。
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新人職員のご紹介
　今回新たに、地域での支え合い活動の推進のた

めに、生活支援コーディネーターを１名増員いた

しましたのでご紹介させていただきます。介護予

防教室や地域でのサロン活動等を支援させていた

だきますのでよろしくお願いします。

　今後とも、これまで

以上に地域の皆さまの

お役に立てるよう職員

一丸となり頑張ってい

きます。皆さまのご協力、

よろしくお願いします。 生活支援コーディネーター

   伊藤　克江


